Priapism with malignant lymphoma: a case report by 朝倉, 博孝 et al.
Title持続性勃起症を呈した悪性リンパ腫の1例
Author(s)朝倉, 博孝; 中薗, 昌明; 増田, 毅; 山本, 正; 田崎, 寛




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌尿 紀 要35:18H-1814,1989 1811
持続性勃起症を呈 した悪性 リンパ腫の1例
慶応義塾大学医学部泌尿器科学教室(主 任1田 崎 寛教授)
朝倉 博孝,中 薗 昌明*,増田 毅
山本 正**,田崎 寛
PRIAPISM WITH MALIGNANT  LYMPHOMA: A CASE REPORT
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  From the Department of Urology, Keio University School of Medicine
   A case with priapism in a 66-year-old male due to malignant lymphoma is reported. Physical 
examination revealed an erected penis and enlarged lymph nodes in left neck and bilateral ingui-
nal areas. Rectal digital examination of prostate revealed an irregular surface and swollen hard 
left lobe. Open biopsy of the bladder and vesicostomy were carried out. Several nodular lesions 
in the trigone and in the left wall were excised. Pathologically the diagnosis was malignant lym-
phoma, diffuse, large cell type and clinical stage was stage IV. CHOP therapy with bleomycin 
and methotrexate was performed. Priapism disappeared 7 days after the initiation of the chemo-
therapy, but impotence has been noticed after the chemotherapy for more than one year. This 
will be the first case with priapism due to malignant lymphoma reported in Japan so far. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35:1811-1814, 1989) 


























た,リ ンパ節に 関して は,左 頸部 リンパ節13×10
mm1個,右 鼠 径部 リンパ節50×13mm,45×40
mm2個,左 鼠径部 リンパ節40×30mml個 を触
知した.両側大腿は浮腫を呈していた.直 腸診による
前立腺所見は,大 きさは鶏卵大 で,表 面は平滑弾性
硬であった.前 立腺は左葉が腫大 していた が,圧 痛




























Fig.3.化 学 療 法 と血 清LDHお よび 陰 茎 勃 起 状 態 の 推 移





瘍 マ ー カ ー(AFP,CEA,PAP)正 常.検 尿;顕 微 鏡
的血 尿,尿 細 胞 診classIV,脊髄 液 細 胞 診classIV.
画 像診 断:胸 部 単 純 撮影 で は リ ンパ節 腫 脹 に よる と
思 われ る縦 隔 の拡 大 を 認 め,排 泄性 尿路 造 影 では,膀 胱
左 側 壁 の不 整 と中 等 度 左 水 腎 水 尿 管症 を 認 め た.体 部
CTで は,縦 隔,傍 大 動 脈,両 側 総 腸骨,鼠 径 リ ンパ
節 な どの 全 身性 リソパ節 腫 脹 を 認 め た.ガ リ ウム シ ン
チ グ ラ ムで は,全 身 の リ ンパ 節,頭 部,陰 茎 な ど全 身
に 異 常 集積 が認 め られ た.
入 院 後経 過 入 院 後次 第 に排 尿 困 難 が 悪 化 した た










施 行 した,膀 胱 三 角 部 を 中 心 に 数 個 の 表 面平 滑 な小 指
頭 大 の腫 瘤 を 認 め た(Fig.2).病 理 組 織 診 断 は,
malignantlymphomaであ った.以 上 よ り,画 像 診
朝愈 ほか:持 続性勃起症 ・悪性 リンパ腫
断 の 所 見 を 併 せ て,悪 性 リンパ 腫stagelVと 診 断
し,内 科 へ 転科 とな った.priapismに 対 して は,
陰 茎 穿刺,洗 浄な ど施 行 せ ず 冷 却 な ど の 保 存 的 治 療




bleomycln10mg/day)を施 行 した.さ らに,脊 髄
液細 胞診 陽 性 の 所 見 よ り神 経 系 へ の 浸潤 が考 え られ た
た め,methotrexate(45mg)の髄 腔 内投 与 を 行 っ
た 。 こ の一 連 の 化 学 療 法 に よ り,血 清LDH値 が 減
少 し,ま た,開 始 後1週 間 で 陰茎 の軟 化,勃 起 状 態 の
消失 を 認 め た(Fig。3).しか し,発 症 後1年 以 上 経 過
した がimpotenceの状 態 が続 い てい た.そ の 後 同 様
の化 学 療 法 を 追 加す る予 定 で あ ったが,患 者 が 頑 強 に
拒否 した た め 外来 に て経 過 観察 とな った.1987年2月
まで本 院 内科 外来 に お い て経 過 観 察 され て い た が,全
身衰 弱 が 著 明 とな り他院 へ入 院 とな った.
病 理 組 織 像(Fig.4)膀 胱 粘 膜 結 節 性 病 変 の病 理
組 織 嫁 で あ る.核 小体 の異 型 性 が 強 い 大 型 リンパ腫 細
胞が 粘 膜下 に 浸潤 して お り,と こ ろ ど こ ろに分 裂 像 を
認 め て い る,malignantIymphoma,diffuse,large







































髄腔内投与 および放射 線療法(放 射線 総量3,000
rads)を施行した.し かし,治療開始後5ヵ 月で死亡
している.2症 例とも,stageIVと考えられる症例
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